
●参宮線・宮川ー伊勢市開業 125年 
記念展示会 

11月２日（水）～11月 28日（月） 

<１階・玄関横展示スペース> 

ＪＲ参宮線の宮川駅から伊勢市（山田）駅間が開業して 125

年。参宮線をはじめ鉄道に関する資料、写真の展示を行い

ます。10月のプレ展示で募集した市民の皆さんがお持ちの

写真なども併せて展示いたします。 

 

●第13回読書感想画展 
～想像のつばさを広げて絵に描こう～ 

11月 12日（土）～11月 28日（月） 
<２階・ギャラリー> 

夏休みに募集した読書感想画を展示します。 

 

●ボランティアおはなし会 

スペシャルDAY 
① たんぽぽ読書会 

11月 19日（土）午前 11時～  
 

② 紙芝居ピッポの会 
11月 20日（日）午前 11時～  

<両日とも１階・児童コーナー> 

たんぽぽ読書会と紙芝居ピッポの会による年に一度のス

ペシャルおはなし会です。 

 

★書で楽しむ干支文字講座 
12月４日（日）午後２時 30分～午後４時 

（開場は午後２時 15分～） 
  <２階・会議室> 

ハガキに干支文字を書き、切り紙を貼ります。 

紙を使って簡単な額も作ります。 

（対 象）中学生以上 

（持ち物）筆ペン 

（定 員）先着８人 

（申込み）11月５日（土）午前９時から 

直接または電話で小俣図書館へ 

 
 

★赤ちゃんおはなし会  

11月 10日（木）午前 11時～  <２階・会議室> 
（定 員）先着 10 組 

（申込み）11月３日（木・祝）午前９時から 

直接または電話で小俣図書館へ 

※保護者の方のみ、マスクの着用をお願いします。 

※当日、発熱や咳などの症状がないか体調をご確認の上、 

 ご参加ください。 
   

●たんぽぽおはなし会  

11月 12日（土）午後３時～  <１階・児童コーナー> 
 
★図書館おはなし会＆工作 

クリスマスツリーを飾ろう！ 
11月 26日（土）午後３時～ <２階・会議室> 

クリスマスツリーの飾りを作って、図書館の大きなクリスマ

スツリーに飾りつけをします。大型絵本『ぐりとぐらのおき

ゃくさま』の読み聞かせも行います。 

（対 象）小学生以下（就学前の子どもは保護者同伴） 

（定 員）先着 10 人 

（申込み）11月５日（土）午前９時から直接または電話で 

小俣図書館へ 
  

 

 

 

開館時間 午前９時～午後７時 
休館日 毎週火曜日、第２金曜日 

     年末年始、特別整理期間 

貸出 １人１０冊２週間以内（うち雑誌は５冊まで）   
１団体５０冊１か月以内（うち雑誌は２５冊まで） 

小俣図書館カレンダー 

最寄りのバス停
「小俣図書館」 

●ふるさと講座①関連資料ギャラリー展示 

11月２日（水）～11月７日（月）<２階・ギャラリー> 

11 月６日に開催する「ふるさと講座①ふるさと地歴さんぽ」

に合わせ、小俣町を中心とした遺跡出土品（初公開資料を

含む）や写真パネル、関連資料などを展示し、手に取って

観察できるコーナーも設置します。 

 

小俣図書館 図書館行事 ごあんない 
 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「★」の行事は、申込みが必要です。 
※行事詳細は小俣図書館のポスター・チラシをご覧ください。 
※諸般の事情により、行事が延期または中止になる場合がござい
ます。ご了承ください。 

11 月 
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12 月 
 

日 月 火 水 木 金 土 
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伊勢市立小俣図書館   

図書館だより 

2022年 11月１日発行  

〒519-0505 伊勢市小俣町本町 2 番地  

（電話）0596-29-3900 （FAX）0596-29-3902 

〈HP〉https://iselib.city.ise.mie.jp/ 

〈子育て・Twitter〉@ObataKosodate（全て半角英字） 

〈一般・Twitter〉@ObataToshokan（全て半角英字）  



開館時間 午前 9 時～午後 7 時 

休館日 毎週水曜・第 2金曜 

・年末年始・特別整理期間 

貸出 1人 10冊 2週間以内（うち雑誌は 5冊まで） 

   1団体 50冊 1ヶ月以内（うち雑誌は 25冊まで） 

     ＊ 伊勢図書館・休館日カレンダー ＊ 

「上映会」 
《日時》 １１月６日（日）午後２時～ 

           （※開場：午後１時４５分～） 

《場所》 ２階・視聴覚室 

《定員》 ４０人（先着順） 

≪上映時間１１７分≫ 

 
出演：チョン・ウソン、ソン・イェジン ほか 

２００５年に日本でも公開され大ヒットとなった韓国発純愛ストーリー 

 

図書館まつり 
１１月１２日（土）～１１月２２日（火） 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
             

 

   

最寄りのバス停 

「伊勢市立 

図書館前」 
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※12/28(水）～1/4(水)は年末年始等のため休館です。 
 

「あかちゃんえほんのじかん」 

《日時》１１月２４日（木）午前 11 時～ 

《場所》2階・視聴覚室 
《内容》あかちゃんむけの絵本の紹介や、 

手あそびなどをします♪ 

 

「おはなし会」 
《日時》 毎週 土曜日 午後２時30 分～ 

《場所》１階・おはなしコーナー 
１１月５日／おにいさん、おねえさん による おはなし会 

１１月１９日・２６日 

／おはなしプーさん による おはなし会 

↓↓↓１２日は「耳で楽しむおはなし会」です↓↓↓ 
※申込が必要です。下記参照 
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  など 

「あかちゃんえほんのじかん」

は、毎月第４木曜日です。 

《アニメーション７３分》 

 

図書館まつり上映会  

「映画ねこねこ日本史  
龍馬のはちゃめちゃタイムトラベルぜよ！」 
 

《日時》１１月１３日（日）午後２時～ 
(開場：午後１時４５分～) 

《定員》４０人（先着順） 

《内容》小学生ねこ・フクと坂本龍馬のねこ史上最大の冒始が 

始まる！ 

 

 

【展示】---------------------------------- 

文化サークル展示 

《日時》１１月１２日（土）～２２日（火） 

《内容》折り紙・絵手紙・童話など、図書館を利用して 

いるサークルの作品展示 

★ 上映会、おはなし会、あかちゃんえほんのじかん は、 

申込不要です♪ 

★の行事は、事前申込みが必要です。 

※行事詳細はポスター・チラシをご覧ください。 

※諸般の事情により行事が延期または中止になる場合 

があります。ご了承ください。 

★大人のための図書館ツアー 

《日時》１１月２０日（日）午後２時～３時３０分 
《内容》普段は入ることのできない書庫の見学や本のカバー（フィルム

コート）掛け体験  

《定員》５人（先着順） 

《対象》高校生以上 

《申込》１１月６日（日）午前９時から直接カウンター・電話・ＦＡＸ

で伊勢図書館まで 

★おはなしプーさんの耳で楽しむおはなし会 

《日時》１１月１２日（土） 

   ①大人向け（中学生以上）  午後１時３０分～ 

②子ども向け（５歳以上）  午後２時３０分～ 

《場所》 ２階・視聴覚室    

《内容》 ストーリーテリング（素話
すばなし

）のおはなし会です。素話とは、 

絵本や紙芝居を使わずにおはなしをすることです。 

登場人物など、想像しながら物語の世界をたっぷりと 

お楽しみください。 

《定員》 各１５人 

《申込》 １０月２９日（土）午前９時から、直接カウンター、 

電話、FAXで伊勢図書館まで 

「私の頭の中の消しゴム」 
 

 施設利用抽選会（1 月～３月分） 

《日時》１１月４日（金）午前１０時～ 
（開場：午前９時３０分～） 

《場所》 ２階・視聴覚室 

 

【行事】-------------------------------------------- 

★おはなしプーさんの耳で楽しむおはなし会 

《日時》１１月１２日（土） 

《内容など》左記参照 

 

https://iselib.city.ise.mie.jp/


 

 

〔一般書〕       ピーターラビット 出版 120周年 

  
物語のはじまりは、療養中の少年を励ますために送った絵手紙だった。 

  
ビアトリクス・ポターは、1866年にロンドンで誕生する。幼いころから絵を描くのが好きで、様々な動植物を 

観察してはスケッチするという子ども時代を過ごした。また、休暇にはスコットランドや湖水地方に家族で滞在し、

田園のすばらしさに魅了されていった。 

挿絵画家としてデビューした頃、かつての家庭教師で友人アニー・ムーアの息子が病床にあることを知り、絵手

紙を送る。それは 4匹の小さなウサギのお話で、主人公にはピーターと名付けた。当時、ビアトリクスが大切にし

ていたピーター・パイパーというウサギがモデルになっている。 

数年後、アニーの提言もあり、彼女の子どもに送った絵手紙をもとに絵本を作ろうと立ち上がる。しかし、出版

社から良い反応は得られず、当初は自費出版で刊行されたが、追加で印刷するほどの人気を博した。その翌年、フ

レデリック・ウォーン社から正式に出版されることが決まると、ビアトリクスは「子どもの小さな手でも楽に持っ

て読めるサイズにしたい」、「値段は買いやすいよう安くしたい」という希望を貫いた。そして 1902年、『ピーター

ラビットのおはなし』は出版された。その後も、次々と絵本を出版し、全 23冊の「ピーターラビット」シリーズと

いうベストセラーをこの世に残した。 

やんちゃで愛らしい 1匹のウサギは、世界中の子どもたちの心を躍らせ、大人をも魅了し続けている。 
 
◎ピーターラビットと絵本の世界（三栄） 

◎ピーターラビットの仲間たち写真集（菜十木ゆき／著 辰巳出版） 

◎ミス・ポターの夢をあきらめない人生 “ピーターラビット”の生みの親（伝農浩子／著 徳間書店） 

◎ピーターラビットのすべて ビアトリクス・ポターと英国を旅する（辻丸純一／文・写真 河野芳英／監修 小学館） 

◎ビアトリクス・ポターが愛した庭とその人生 ピーターラビットの絵本の風景 

（マルタ・マクドウェル／著 宮木陽子／訳 西村書店） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔児童
じ ど う

書
しょ

〕 ヒーローも！プリンセスも！ 

挑戦
ちょうせん

しつづけるすごい人
ひと

大集合
だいしゅうごう

 
 
あなたには、あこがれの人

ひと

がいますか？ 

有名
ゆうめい

なスポーツ選手
せんしゅ

？それとも悪
あく

と戦
たたか

うヒーロー？夢
ゆめ

に向
む

かって挑戦
ちょうせん

している人
ひと

の姿には元気
げ ん き

をもらえます。 

そんなパワーあふれるすごい人
ひと

たちに、本
ほん

で出会
で あ

うことができますよ。 
 

☆女王さまのワードローブ (ジュリア・ゴールディング／文 ケイト・ヒンドレー／絵 前沢明枝／訳 BL出版) 

☆リンドバーグ 空飛ぶネズミの大冒険 (トーベン・クールマン／作 金原瑞人／訳 ブロンズ新社) 

☆自転車ものがたり (高頭祥八／文・絵 福音館書店) 

☆世界を変えた１４６人の子ども (ルーラ・ブリッジポート／著 北川玲／訳 創元社) 

☆ふしぎなヒーローやさん (みやにしたつや／作・絵 金の星社) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〔ヤングアダルト〕「PAN～伊勢図書館 秋のパン・フェスティバル～」 
 

朝はパンか米か…。きのこ or たけのこと並ぶ永遠に決着がつかない論争のひとつではないだろうか…。 

その実は奥深い、パンの世界の虜になってしまう人はきっとたくさんいるはず。 

だからなのか、パンの本っていっぱいあるのです。オーブン窯を開けるのと同じように、本の表紙を 

開いてみてください。そこには著者のパンへの愛が綴られています。 

 

（一般書）  ●パン図鑑 いまよりもっとパンを楽しむコツ (枻出版社) 

●パンソロジー パンをめぐるはなし (池田浩明/編 平凡社) 

●キナミトパンノホン (木南晴夏/著 講談社ビーシー) 

（児童書）  ●つるばら村のパン屋さん（茂市久美子/作 中村悦子/絵 講談社） 

 

 

 

伊勢・小俣図書館のどちら 

かに所蔵がある本です。 

ご利用館にない場合は、 

予約ができます 

。 



伊勢市の文化 A to Z 

 

 

伊勢市立伊勢図書館 ふるさと文庫 

 

伊勢市立伊勢図書館が現在の八日市場町に新築移転し、新しく２階にふるさと文庫を備えオープンしたのが、 

平成 4（1992）年 10 月 1 日です。今年で 30 周年を迎えました。 

 図書館が移転する少し前、昭和 63（1988）年から平成元（1989）年にかけて、国は地域振興のため各市町村に

対し「自ら考え自ら行う地域づくり事業」（ふるさと創生事業）として、1 億円の交付を決定しました。「広報いせ」

平成元年 4 月 10 日号に、「ふるさと創生に 1 億円 みなさんのアイディアを募集」の記事が見られます。 

この公募により交付金の使い道が検討され、公募のアイディアの多くが、伊勢の文化・歴史・伝統に関するもので

あったため誕生したのが、ふるさと文庫です。 

翌年 9 月には、ふるさと文庫の蔵書を、古い歴史や伝統に培われた郷土伊勢に関する資料を収集し充実させたい

として、郷土史に造詣の深い識者を委員とする図書選定会議が発足し、「広報いせ」でも広く伊勢に関する資料の

情報を募集していました。 

そして集められた郷土の歴史や文化に関わる資料の数々は、市史を

始めとする歴史資料、神宮関係の資料、地域の産業、民俗、動植物か

ら、遺跡、芸術、文学などたくさんの分野にわたります。ふるさと文

庫ではこれらの資料を永く閲覧できるよう保存・所蔵しています。 
 

◆伊勢市史 第 5 巻 現代編 （伊勢市／編 伊勢市） 

◆広報いせ総集版 ◇平成元年度 4 月 10 日号、3 月 25 日号 ◇平成 2 年度 9 月 25 日号 

（伊勢市役所企画振興部企画広報課広報係／編集 伊勢市役所企画振興部企画広報課広報係） 
 

※）ふるさと文庫の資料は帯出禁止ですが、複数同じ本がある場合など一部、貸出用もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  
『まるありがとう』  

（養老孟司／著 平井玲子／写真 西日本出版社） 
 

２０２１年、１８歳で他界してニュースにまでなったと

いう養老先生の飼い猫にして営業部長（?）だったとい

う、スコティッシュフォールドの「まる」。 

その「まる」が亡くなるまでの日々…ではなく、亡くなっ

た「後」の養老家の回想をつづった本です。 

ひたすらのんびり、なんにもしなかった「まる」が残して

くれたもの、人と猫の関係の移りかわりから現代の人

間社会についてまで考えさせられちょっとホロリもす

る一冊です。 
 
 
 
 

 
『一度読んだら絶対に忘れない 

世界史の教科書』 
（山崎圭一／著 SBクリエイティブ） 

 

学生時代に勉強した世界史。うすぼんやりと覚えて

いた事件や語句、制度などがわかりやすく解説されて

いて、「そうそう！」と思い出すのがとても楽しい！ 

現役の学生さんにも、もう一度世界史の流れを復習し

てみたい大人の方にもオススメです。 

日本史のシリーズもありますよ！ 

 

 

 

今月は伊勢図書館のスタッフ２人が本を紹介します。 

伊勢図書館

編 


